
 
 
 
 

    月はひと月で 
できた 

 

  

２０１５年 ５月２５日 

 湖北公民館 

 

        我孫子の住民 

          細谷暁夫 
 



             ２０１３年 ２月１６日 
  ロシア ウラル地方チェリャビンスクに隕石落下 

 チェバルクリ隕石 



１０月１７日 

のニュース 

美保関隕石（１９９２） 

つくば隕石（１９９６） 
が空けたガレージの穴 



過去の隕石落下の有名どころ 
 
 
☆ １０８年前   ロシア ツングースカ 
 
☆ ６５００万年前  恐竜絶滅説 
 
 世界には１７個の巨大クレーター 
 
 日本の場合 
 
☆  美保関隕石、つくば隕石など 
 
       



隕石（直径１０km、速度２０m/s）の衝突のエネル
ギ−と 他のエネルギ− 一年分の比較 



      月のクレーターは隕石の衝突の跡 

  おもて うら 



小惑星 



４５億年前、地球に火星くらいの大きさの
天体(テイア）が衝突し、そのときのカケラ

が集まって月ができたとする説が有力で
ある。 

テイアは月の女神セレーヌの 

お母さん 



月についてのおさらい 
 

他の惑星の衛星にくらべて 
 
（１）大きい：地球の４分の１ 
 
（２）地球型惑星に中ではダントツに速い 
 
（３）地球のマントルと同位体比がほぼ同じ 

38 万キロメートル 



T    地球型惑星 

小惑星 

木星型 



これ 

木星は地球の１１倍 



アポロ１１号が持ち帰った月の石 



   地球の内部 

マントル 

コア 



コアはあっても小さい 



テイア 

地球 

テイアが地球に衝突して、マントルの一部を剥ぎ取った。 

地球が速く回転するようになった 

ほんとうだろうか？ 



コンピュータシミュレーション 

東工大の井田茂さんたちのグループは 
専用計算機GRAPEを使って、巨大衝突により月
を作りうることを示した。 
 映像は竹田さん（天文台）による。 
 
（国立天文台のHPからダウンロードできる） 



専用機GRAPE一号機(1989) 

                最新機は巨大化している 



万有引力だけ計算する 

r 
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まとめ 

 ４５億年前くらいに、火星くらいの
大きさの天体が地球に衝突し、そ
のときで来た破片から月ができた
とする、巨大衝突説が有力である。 

 その後、月は地球から遠ざかっ
ている。（毎年４cm） 



地球の自転が遅くなれば、 

月までの距離が伸びる 
 

 

月が遠ざかる原因 

潮汐力のために地球の自転に
ブレーキがかかる 



３億５千万年前 

サンゴの日輪 → １年＝４００日 

名古屋市科学館 



地球の自転が月の公転と同期した 

ところで月までの距離は固定され、 

以後月は同じ方向に見える 

 

 現在、月が同じ面だけを 

見せているのも同じ理由 



 
 なぞは残る 

 

 最近、シミュレーション結果を詳しく
解析すると月になるはずのカケラは
衝突天体のものであることが分かっ
て来た。 

 そうすると、月の石の組成が地球の
ものとほとんど同じであることが説明
できなくなる。研究は続行中とのこと。 


